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第
一
節　

原　

始

　

笹さ
さ
山や
ま
前ま
え
遺
跡　

江
南
区
蔵
岡
・
笹
山

　

笹
山
前
遺
跡
は
、
笹
山
集
落
を
中
心
に
、
そ
の
南
側
の
畑
地
に
広
が
っ

て
い
る
。
遺
跡
の
あ
る
場
所
は
亀
田
砂
丘
の
一
部
の
小
砂
丘
で
、
周
辺
の

水
田
面
よ
り
、
最
高
で
二
〜
三
メ
ー
ト
ル
高
く
な
っ
て
い
る
。
遺
跡
周
辺

の
畑
な
ど
か
ら
は
、
縄
文
土
器
や
土は

師じ

器き

・
須す

恵え

器き

な
ど
が
採
集
さ
れ
、

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
ご
ろ
か
ら
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
た
。

　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
度
、
圃ほ

場じ
ょ
う整

備
事
業
に
伴
っ
て
範
囲
確
認

調
査
が
実
施
さ
れ
、
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
断
続
的
に
営

ま
れ
た
集
落
跡
の
一
部
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
に
基
づ
き
、
現
状

保
存
が
困
難
な
約
二
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
新
潟
市
教
育
委
員
会
が

発
掘
調
査
し
た
。
こ
こ
で
は
縄
文
時
代
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

縄
文
時
代
の
前
期
前
葉
か
ら
晩
期
後
葉
に
か
け
て
の
遺
物
が
出
土
し
た
。
前
期
前
葉
（
約
六
〇
〇
〇
年
前
）

の
図
一
五
一
の
土
器
は
、東
北
地
方
の
表

お
も
て
館だ

て
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
の
仲
間
で
、笹
山
前
遺
跡
で
最
も
古
い
。

図150　遺跡の位置
５万分１地形図「新潟」図151　前期前葉の深鉢

形土器　高さ20.7センチ
メートル
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第３章 　平野の遺跡

近
隣
で
は
西
蒲
区
の
新あ

ら

谷や

遺
跡
（
四
〇
ペ
ー
ジ
）
や
胎
内
市
（
旧
中
条
町
）
の
二
軒
茶
屋
遺
跡
で
出
土
し
て
い

る
程
度
で
、
類
例
は
少
な
い
。
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
こ
の
時
期
の
土
器
は
珍
し
く
、
当
時
、
新
潟
市

図153　石錘の出土状態
図152　晩期後葉のベン
ガラ入りの壺　高さ11.4
センチメートル

域
で
最
も
古
い
考
古
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
（
一
九
九
八
）
年
に

市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
赤
色
顔
料
の
ベ
ン
ガ
ラ
が
中
に
入
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
晩
期
後
葉

（
約
二
三
〇
〇
年
前
）
の
小
形
の
壺つ

ぼ

形
土
器
は
、
貯
蔵
用
あ
る
い
は
移
動
時
の

携
帯
用
容
器
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
ベ
ン
ガ
ラ
利
用
の
実
態

を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
石
器
で
は
、
尖せ

ん

頭と
う

器き

や
石せ

き

鏃ぞ
く

が
出
土
し
た

ほ
か
、
一
七
点
の
石せ

き

錘す
い

が
ま
と
ま
っ
た
形
で
発
見
さ
れ
た
。
意
図
的
に
貯
蔵
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

縄
文
時
代
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
中
期
初
頭
〜
前
葉
、
中
期
後
葉
、
後
期
初
頭

〜
前
葉
、
後
期
末
の
土
器
が
出
土
し
た
。
し
か
し
、
縄
文
時
代
の
住
居
跡
が
検

出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
縄
文
土
器
の
出
土
量
が
全
体
で
平
箱
一
〇
箱
と
少

な
い
こ
と
か
ら
、発
掘
地
点
は
集
落
の
中
心
部
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
恒
常
的
な
集
落
で
は
な
く
、
漁
労
や
狩
猟
な
ど
の
た
め
の
一
時
的
な
居

住
地
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。


